
広報なかの ２２０１６．９

１_ 松本空港から 30 分弱で中野市
上空に到着した長野県消防防災ヘ
リコプター「アルプス」　２_ 救助
現場でヘリコプターからワイヤー
で降りる隊員　３_ 隊員が要救助
者を抱きかかえ、ヘリコプターま
で引き上げる　４_ 救急隊が待機
している北信合同庁舎へ　５_ 傷
病者を救急隊へ引き継ぐ

私たちにできる
災害への備え
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３
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５

防
災
ヘ
リ
連
携
訓
練

　

８
月
５
日
、
千
曲
川
で
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
中
に
誤
っ
て
転
覆
し
た
と
い
う
想
定

で
、
千
曲
川
河
川
敷
に
お
い
て
長
野
県
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ア
ル
プ
ス
」
に

よ
る
救
出

訓
練
を
行

い
、
そ
の

後
、
北
信

合
同
庁
舎

で
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
、

岳南広域消防本部
高
た か そ う

相警防係長

救
急
隊
お
よ
び
消
防
隊
と
の
連
携
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
の
経
験
が
本
番
で
生
き
る

　

こ
の
訓
練
は
毎
年
計
画
す
る
の
で
す

が
、
悪
天
候
や
緊
急
事
案
発
生
に
よ
り
、

実
施
で
き
な
い
年
が
続
き
、
今
回
、
４
年

ぶ
り
に
実
現
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
消
防
防
災
航
空
隊
と
の
連
携
訓

練
に
よ
り
、
防
災
ヘ
リ
と
活
動
す
る
際
の

確
認
が
で
き
た
と
と
も
に
、
隊
員
同
士
を

知
る
こ
と
も
で
き
、大
変
有
意
義
で
し
た
。

　近年、全国各地で発生している自然災
害。災害は、いつ、どこで起こるか分か
りません。
　岳南広域消防本部では、あらゆる現場
に対応できるよう、日ごろからさまざま
な訓練を行っています。８月に行われた
「防災ヘリ連携訓練」と「火災対応訓練」
の様子を取材しました。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
る

「
災
害
時
応
援
協
定
」

特集

　

８
月
８
日
、
本

市
は
㈱
ア
ク
テ
ィ

オ
と
災
害
時
に
お

け
る
物
資
（
レ
ン

タ
ル
機
械
・
日

用
生
活
雑
貨
品
な

ど
）
供
給
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
市
が
災
害
時
に
お
け
る
物

資
調
達
な
ど
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
る
民
間
団
体
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
物
資
調
達　

信
州
中
野
商
工
会
議
所
、

イ
オ
ン
㈱
中
部
カ
ン
パ
ニ
ー
長
野
支

部
、
㈱
カ
イ
ン
ズ
、
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
な
が
の
、
長
野
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会

○
ほ
か　

市
内
郵
便
局
、
中
野
市
建
設

業
協
会
、
中
高
医
師
会
、
北
信
薬
剤

師
会
、
中
高
歯
科
医
師
会
、
関
東
・

北
陸
地
方
整
備
局
、
長
野
県
建
築
士

会
中
高
支
部
、
中
部
電
気
保
安
協
会

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
独
自
で
は
救

援
な
ど
の
応
急
対
策
を
十
分
に
実
施
で

き
な
い
場
合
に
、
自
治
体
同
士
で
相
互

に
応
援
、
協
力
を
行
う
「
災
害
時
相
互

応
援
協
定
」
を
次
の
と
お
り
締
結
し
て

い
ま
す
。

○
協
定
締
結
先　

茨
城
県
北
茨
城
市
、

東
京
都
中
野
区
、
埼
玉
県
坂
戸
市
、

小
布
施
町
ほ
か
県
内
市
町
村



２０１６．９３ 広報なかの

１_ 真剣な表情で訓練の説明を受ける消防隊員　２_ 模擬火災
を起こした室内の温度は 250℃を超える　３_ 黒煙が立ち込め
る室内へ体勢を低くして進入　４_ 開放した窓に向け放水する
ことで排煙と排熱を促し、視界を確保　５_ 外側から見ると、
水流とともに勢いよく煙が排出される様子が分かる
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２

３

４ ５

火
災
対
応
訓
練

　

８
月
８
日
、
解
体
中
の
旧
中
野
高
校
の

校
舎
を
使
い
、
火
災
対
応
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
耐
火
構
造
の
校
舎
の
１

室
で
模
擬
火
災
を
起
こ
し
、
熱
・
煙
・
炎

の
特
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
有
効
な

放
水
方
法
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
岳
南
広
域
消
防
本
部

か
ら
は
５０
人
が
参
加
し
た
ほ
か
、
岳
北
お

よ
び
須
坂
市
の
両
消
防
本
部
の
隊
員
も
参

加
し
ま
し
た
。

　
効
率
的
な
消
火
活
動
の
た
め
に
は

　
排
煙
・
排
熱
が
ポ
イ
ン
ト

　

自
分
が
撃
つ
ノ
ズ
ル
で
、
計
画
的
に
外

に
熱
を
排
出
す
る
「
水
流
ベ
ン
チ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
を
訓
練
し
ま
し
た
。
天
井
に
水

を
当
て
て
温
度
を
下
げ
、
開
放
し
た
窓
に

向
け
て
放
水
す
る
こ
と
で
、
気
流
が
煙
と

熱
を
押
し
出
し
、
火
災
現
場
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

炎
の
熱
と
黒
煙
で
視
界
が
遮
ら
れ
た
劣

悪
な
環
境
の
中
で
や
み
く
も
に
放
水
す
る

の
に
比
べ
、
視
界
が
開
け
、
火
点
が
見
え

た
状
態
で
消
火
を
行
う
方
が
効
率
的
な
消

火
活
動
が
実
現
で
き
、
延
焼
を
抑
え
、
水

損
も
減
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

岳南広域消防組合
山ノ内消防署
駒
こ ま つ

津司令補

地
域
で
備
え
る「
自
主
防
災
組
織
」

　

災
害
対
策
基
本
法
に
お
い
て
、「
住

民
の
隣
保
協
働
の
精
神
に
基
づ
く
自
発

的
な
防
災
組
織
」
と
定
義
さ
れ
る
自
主

防
災
組
織
。
本
市
に
は
、
活
動
を
休
止

し
て
い
る
組
織
を
含
め
、
30
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

た
め
、
自
主
防
災
組
織
活
動
の
支
援
に

関
す
る
補
助
制
度
を
本
年
度
新
た
に
創

設
し
ま
し
た
。

　

補
助
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広

報
な
か
の
５
月
号
か

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▲ＱＲコード

　西条区では、３年前に自
主防災組織を立ち上げまし
た。防災訓練はテーマごと
に年に数回に分けて行って
いるほか、区の運動会では、
組ごとの人数を素早く把握
する点呼を競技に取り入れ
るなど、地域の活動を通し
て防災力を高めていきたい
と考えています。

▲市の補助制度を
活用して整備した
西条区の防災倉庫

西
条
区
長

高た
か
は
し橋

和か

ず

み美
さ
ん


